
三条商工会議所 
2024(令和 6)年度 第４回 常議員会 

日時 2024(令和 6)年 11月 29日(金)正午 
会場 三条商工会議所１Fホール 
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第１号議案 入会の承認 

第２号議案 令和７年度 事業計画・収支予算案策定スケジュール

第３号議案 次期会頭選考委員会の設置及び委員予定者の選任

第４号議案 部会の統合・再編計画

  第 5号議案 第 32期議員定数の変更計画

第 6号議案「会員調査事業」実施計画 

第 7号議案「業務の棚卸セミナー」実施計画【追認】 

第８号議案「三条創業スクール」実施計画【追認】 

第９号議案「価格決定セミナー」実施計画【追認】 

第 10号議案「事業環境変化対応型支援事業(日商委託事業)」実施計画【追認】

第 11号議案 部会・委員会事業 実施計画 
①工業部会「人材定着セミナー」実施計画【追認】 

②観光・サービス業部会「サービス業情報交換研修会」実施計画【追認・報告】

③観光・サービス業部会「食に関する課題探求事業」実施計画【追認】

④観光・サービス業部会「全国商工会議所観光振興大会 2025in 長崎」実施計画【追認】

    ⑤金融部会「日本銀行新潟支店長講演会」実施計画【追認】 

７．報告事項 
（1）参与の異動、退任報告 

（2）第 41回会頭杯ゴルフ大会 実施報告 

（3）「フレッシュ社員フォローアップ研修」実施報告 

（4）「SNS・サイバーセキュリティ―セミナー」実施報告 

（5）「逆境に強い組織づくりセミナー」実施報告 

（6）「燕三条トレードショウ」実施報告 

（7）部会・委員会事業 実施報告 
  ①建設部会「視察研修会」実施報告 

 ②鐵鋼部会「外国人材活用セミナー」実施報告 

③総務委員会「新入会員交流会」実施報告 

（8）三条商工会議所青年部 活動状況報告 
（9）三条商工会議所女性会 活動状況報告 
（10）共催・協力・後援・協賛等の依頼、外部からの委員等就任依頼 
（11）会員等慶弔見舞報告 

８．そ の 他 
９．閉  会



第１号議案 

入会の承認 

２０２４年９月２６日から２０２４年１１月２８日迄に当所に入会申込みのあった別紙名簿の１０名に 

ついて、入会の承認を求める。 

２０２４年１１月２９日    

三条商工会議所    

会頭 兼 古 耕 一 
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1 6,000

2 8,000

3 6,000

4 8,000

5 8,000

6 6,000

7 10 20,000

8 4 8,000

9 4 8,000

10 3 6,000

42 84,000

8,000

6,000

16,000

6,000

6,000

0256-36-6186 42,000

0256-53-4111 8,000

6,000

52,000

12,000

162,000
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第３号議案

第31期役員・議員は2025(R7)年10月31日で3年間の任期が満了する。

次期会頭の人選にあたっては、「次期会頭選考委員会」を設置して選考を進めてきたことから、

第32期の会頭選考にあたっても、次期会頭選考委員会を設置して人選を行うこととしたい。

次期会頭選考委員会は、総務委員会構成メンバー(＝部会長)に専務理事をくわえた以下の委員構成としたい。

次期会頭選考委員会 委員予定者名簿(案)

№ 職名 氏名

1 選考委員長 渡辺　　徹 総務委員長 工業部会長

2 選考委員 山谷　武範 総務副委員長 金物卸部会長

3 石川　友意 観光・サービス業部会長

4 長谷川　武 総務委員 建設部会長

5 水野　一郎 商業部会長

6 関根　龍一 諸業部会長

7 狩野　　章 一般卸部会長

8 藤田　英昭 交通・運輸部会長

9 樋口　　勤 食品関連部会長

10 中村　友昭 金融部会長

11 玉木　　敏 印刷紙器関連部会長

12 相場　亮嗣 鐵鋼部会長

13 長谷川正実

役　　職

次期会頭選考委員会の設置及び委員予定者の選任

専務理事
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過去の次期会頭選考委員名簿

委 員 長 齋藤　一成 工業部会長 長岡　信治 金物卸部会長 西潟　精一 金融部会長 兼古　耕一 工業部会長 羽二生良夫 顧問(前会頭)

委　　員 中條　克俊 金物卸部会長 落合　益夫 諸業部会長 岡田　久徳 一般卸部会長 熊倉　昌平 相談役 熊倉　昌平 相談役

元川　由郎 観光・サービス業部会長 岡田　大介 交通・運輸部会長 野崎　正明 鐵鋼部会長 岡田　久徳 一般卸部会長 兼古　耕一 金属製品製造部会長

長谷川　武 建設部会長 齋藤　一成 工業部会長 山井　　太 工業部会長 西潟　精一 金融部会長 本田　豊治 建設部会長

星野　健司 商業部会長 小柳　潤一 建設部会長 桑原　栄助 建設部会長 桑原　栄助 建設部会長 宮原　洋一 金物卸部会長

関根　龍一 諸業部会長 元川　由郎 観光・サービス業部会長 長岡　信治 金物卸部会長 梨木　建夫 観光・サービス業部会長 梨木　建夫 サービス業部会長

狩野　　章 一般卸部会長 星野　健司 商業部会長 星野　健司 商業部会長 星野　健司 商業部会長 星野　健司 小売商業部会長

藤田　英昭 交通・運輸部会長 狩野　　章 一般卸部会長 梨木　建夫 観光・サービス業部会長 髙森　武志 金物卸部会長 五十嵐昭一 食品・衣料・雑貨卸部会長

樋口　　勤 食品関連部会長 樋口　　勤 食品関連部会長 落合　益夫 諸業部会長 木村　文夫 専務理事 阿部　晃義 専務理事

長谷川　徹 金融部会長 神子島正樹 金融部会長 岡田　大介 交通・運輸部会長

早川　瀧雄 印刷紙器関連部会長 相場　亮嗣 鐵鋼部会長 樋口　洋平 食品関連部会長

相場　亮嗣 鐵鋼部会長 早川　瀧雄 印刷紙器関連部会長 西巻　克郎 印刷紙器関連部会長

長谷川正実 専務理事 木村　文夫 専務理事 木村　文夫 専務理事

会頭 兼古　耕一 再任 兼古　耕一 再任 兼古　耕一 新任 斎藤　弘文 再任 斎藤　弘文 新任

第29期 会頭選考委員会第30期 会頭選考委員会第31期 会頭選考委員会

2010(H22)/5/7 正副会頭会議で決定2013(H25)/3/8 正副会頭会議で決定2016(H28)/3/8 正副会頭会議で決定2019(H31)/3/11 正副会頭会議で決定2021(R3)/11/2 正副会頭会議で決定

第27期 会頭選考委員会第28期 会頭選考委員会
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部会の統合・再編計画 第４号議案

現行12部会から10部会に統合・再編を行いたい

■スケジュール

2024年12月12日まで 12部会による2025年度事業計画・予算立案

2025年4月1日～10月31日 12部会による事業実施

2025年11月1日～2026年3月31日 10部会による事業実施

■統合・再編案

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

工業 食品関連 建設 金物卸 一般卸 観光・サービス業 商業 諸業 金融 交通・運輸 印刷紙器関連 鐵鋼

569 60 303 150 122 211 194 162 63 79 53 51

工業 建設 (仮)卸商業 (仮)飲食・サービス (仮)小売商業 (仮)専門サービス 金融 (仮)自動車関連・運送 印刷紙器関連 鐵鋼 10部会

590 303 272 315 194 97 63 79 53 51

黒線・・・現部会がスライド

赤字・・・部会名変更予定(2025年2月末までに対象部会で協議)
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各部会に所属する主な業種
【12部会】 【10部会】 《参考》
№ 部会名 主な業種 № 部会名 主な業種 日本標準産業分類(大分類)
1 工業 利器工匠具 1 工業 利器工匠具 農業、林業

手道具製造業 手道具製造業 漁業
金属表面処理業 金属表面処理業 鉱業、採石業、砂利採取業
金属プレス製品製造業 金属プレス製品製造業 建設業
金属工作機械製造業 金属工作機械製造業 製造業
木製品製造業 木製品製造業 電気・ガス・熱供給・水道業
プラスチック製品製造業 プラスチック製品製造業 情報通信業

2 食品関連 食料品製造業 食料品製造業 運輸業、郵便業
果実卸売業 卸売業、小売業
食料・飲料卸売業 金融業、保険業

3 建設 一般土木建築工事業 2 建設 一般土木建築工事業 不動産業、物品賃貸業
建築設計業 建築設計業 学術研究、専門・技術サービス業
一般電気工事業 一般電気工事業 宿泊業、飲食サービス業
木造建築工事業 木造建築工事業 生活関連サービス業、娯楽業

4 金物卸 金物卸売業 3 (仮)卸商業 金物卸売業 教育、学習支援業
その他の卸売業 その他の卸売業 医療、福祉

5 一般卸 金属加工機械卸売業 金属加工機械卸売業 複合サービス業
ガソリンスタンド ガソリンスタンド サービス業(他に分類されないもの)
その他の卸売業 公務(他に分類されるものを除く)

6 観光・サービス業 一般食堂 4 (仮)飲食・サービス 一般食堂 分類不能の産業
料亭 料亭
バー・酒場 バー・酒場
理美容業 理美容業
ホテル・旅館 ホテル・旅館
洗濯業 洗濯業

果実卸売業
食料・飲料卸売業
生活関連サービス業

7 商業 酒小売業 5 (仮)小売商業 酒小売業
電気機械器具小売業 電気機械器具小売業
食料品小売業 食料品小売業
衣料品小売業 衣料品小売業
各種小売業 各種小売業

8 諸業 税理士事務所 6 (仮)専門サービス 税理士事務所
社会保険労務士事務所 社会保険労務士事務所
ソフトウェア開発 ソフトウェア開発
生活関連サービス業

9 金融 信用金庫 7 金融 信用金庫
普通銀行 普通銀行
信用協同組合 信用協同組合
保険業 保険業
保険代理業 保険代理業

10 交通・運輸 一般貨物自動車運送業 8 (仮)自動車関連・運送 一般貨物自動車運送業
自動車小売業 自動車小売業
自動車一般整備業 自動車一般整備業

11 印刷紙器関連 印刷業 9 印刷紙器関連 印刷業
紙器製造業 紙器製造業
ダンボール製造業 ダンボール製造業
製版業 製版業
デザイン業 デザイン業

12 鐵鋼 鉄鋼卸売業 10 鐵鋼 鉄鋼卸売業
鉄鋼シャースリット業 鉄鋼シャースリット業
鉄スクラップ卸売業 鉄スクラップ卸売業

※赤字・・・部会名変更予定
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県内商工会議所 部会数
№ 会議所名 会員数 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

1 新潟 商業 情報・サービス業 建設・不動産業 工業 教育福祉医療 観光業 輸送業 金融業

4,791 1,317 1,136 1,114 520 262 177 170 90

2 上越 諸業 小売商業 観光・サービス業 総合工事業 職別工事業 卸売業 設備工事業 一般工業 輸送業 機械金属工業 金融業 電機電子工業

1,954 499 430 416 272 215 161 155 137 107 99 65 42

3 長岡 建設 観光・サービス 機械・電機 情報・専門 食品 生活用品 運輸・交通 一般工業 健康・医療福祉 金融 繊維衣料

2,616 586 474 377 376 213 155 145 99 74 61 56

4 柏崎 サービス 小売 一般建設 機械金属 一般工業 諸業 総合建設 交通 卸商業 金融

1,771 423 255 221 186 165 160 130 102 85 44

5 新発田 小売商業 建設専門 サービス 諸業 飲食店 建設総合 工業 卸商業 食品工業 金融

1,519 314 270 253 195 174 133 73 48 30 29

6 新津 諸業 商業 建設工業 観光 工業 金融 交通

1,128 459 273 239 117 64 16 14

7 燕 工業 諸業 卸商業 小売商業 建設業 運輸通信業 金融保険業

1,774 918 342 183 158 119 32 22

8 小千谷 建設工業 観光サービス 諸業 工業 小売商業 交通 卸売商業 金融証券

948 207 184 159 153 145 43 35 22

9 糸魚川 小売商業 建設業 観光・サービス業 諸業 工業 食品製造業 卸売商業 金融業 運輸・港湾業

776 176 167 153 105 68 34 28 28 17

10 村上 サービス 建設工業 商業 諸業 観光 交通運輸

821 319 261 223 55 27 17

11 十日町 観光サービス業 商業 諸業 きもの 建設諸業 建設工業 金属工業 工業

1,235 282 212 198 139 130 110 97 67

12 新井 サービス業 建設 商業 工業 諸業

622 221 159 137 78 46

13 加茂 諸業 サービス 商業 建設 木工木材 鉄工

795 230 201 182 157 74 70

14 五泉 建設 サービス業 小売商業 工業 観光飲食業 諸業 卸売商業 運輸・通信業 金融業

974 218 204 171 122 110 95 30 19 5

15 亀田 サービス・諸業 建設 商業 工業 不動産業

580 216 155 124 71 14

16 三条 工業 建設 観光・サービス業 商業 諸業 金物卸 一般卸 交通・運輸 金融 食品関連 印刷紙器関連 鐵鋼

2,017 569 303 211 194 162 150 122 79 63 60 53 51

2024.3.31現在
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第32期議員定数の変更 第５号議案

会員数の減少、部会の統合・再編にあわせて、常議員・議員定数の変更を行いたい

■スケジュール
議員総会で定款変更

2025年4月下旬まで 所属部会アンケート調査
2025年5月下旬 常議員会に各部会の議員定数を提出
2025年8月下旬頃 各部会で検討

(１)当所 常議員・議員数推移
会員数 常議員数 議員数 1号議員数 2号議員数 3号議員数 部会数

2024 (H36) 35 105 55 35 15
2023 (H35) 2,017 40 120 60 42 18 12
2022 (H34) 2,047 40 120 60 42 18 12
2021 (H33) 2,050 40 120 60 42 18 12
2020 (H32) 2,087 40 120 60 42 18 12
2019 (H31) 2,127 40 120 60 42 18 12
2018 (H30) 2,173 40 120 60 42 18 12
2017 (H29) 2,198 40 120 60 42 18 12
2016 (H28) 2,220 40 120 60 42 18 12
2015 (H27) 2,238 40 120 60 42 18 12
2014 (H26) 2,255 40 120 60 42 18 12
2013 (H25) 2,272 40 120 60 42 18 12
2012 (H24) 2,306 40 120 60 42 18 12
2011 (H23) 2,335 40 120 60 42 18 12
2010 (H22) 2,344 40 120 60 42 18 19
2009 (H21) 2,378 40 120 60 42 18 19
2008 (H20) 2,433 40 120 60 42 18 19
2007 (H19) 2,491 40 120 60 42 18 19
2006 (H18) 2,515 33 100 50 35 15 19
2005 (H17) 2,554 32 100 50 35 15 11
2004 (H16) 2,578 32 100 50 35 15 11
2003 (H15) 2,666 32 100 50 35 15 11
2002 (H14) 2,771 32 100 50 35 15 11
2001 (H13) 2,810 32 100 50 35 15 11
2000 (H12) 2,873 32 100 50 35 15 11
1999 (H11) 2,845 32 100 50 35 15 11
1998 (H10) 2,829 32 100 50 35 15 11

2025年3月27日
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(２)県内商工会議所 常議員・議員数 (３)全国商工会議所(同規模) 常議員・議員数

№ 会議所名 会員数
(2023年度末)

常議員数 議員数 № 会議所名 会員数
(2022年度末)

常議員数 議員数

1 新潟 4,791 45 140 1 苫小牧 2,150 29 87

2 上越 1,954 34 110 2 富士宮 2,150 33 100

3 長岡 2,616 36 110 3 桑名 2,148 36 110

4 柏崎 1,771 33 100 4 西尾 2,142 33 100

5 三条 2,017 40 120 5 佐野 2,135 26 80

6 新発田 1,519 26 80 6 青梅 2,133 30 100

7 新津 1,128 23 70 7 立川 2,131 40 120

8 燕 1,774 33 100 8 呉 2,067 30 90

9 小千谷 948 20 60 9 花巻 2,055 32 96

10 糸魚川 776 16 50 10 鎌倉 2,052 23 70

11 村上 821 20 60 11 三条 2,047 40 120

12 十日町 1,235 25 75 12 石巻 2,043 33 100

13 新井 622 15 70 13 鳥取 2,035 35 105

14 加茂 795 23 70 14 焼津 2,011 32 99

15 五泉 974 22 70 15 土浦 2,009 25 85

16 亀田 580 20 60 16 別府 2,008 25 75

17 西条 2,005 40 120

18 八代 1,992 20 60

19 徳山 1,985 30 90

20 刈谷 1,960 36 110

21 瀬戸 1,952 30 100

22 栃木 1,946 18 70

23 上越 1,937 34 110

24 多治見 1,926 28 84

25 伊丹 1,922 26 80

26 関 1,898 22 90

27 川内 1,892 26 80

28 桐生 1,883 33 99

29 塩尻 1,863 27 90

30 多摩 1,850 33 100

平均 30 94
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2024(R6)年度会員調査 実施計画 

１．三条商工会議所 会費額の算定 

   当所会員が負担する会費額の算定については、「三条商工会議所 会費に関する規約」(以下「会費規約」と 

いう)において、3年毎に１月１日現在における会員の資本金額・社員数に関する調査を行い、それに基づい 

て会費額を算定することとしている。 

   会費規約に基づき、2025(令和 7)年 1月が 3年に一度の調査の年に当たるため、別紙により会員調査を実施 

し、2025(令和 7)年度 ～ 2027(令和 9)年度の会費額の算定を行う。 

２．過去実績 

変動状況 
2021(令和 2 年)年度調査 2018(平成 30)年度調査 

会員数(件) 増減額(円) 会員数(件) 増減額(円) 

増  額 97 862,000 134 1,324,000 

同  額 1,892 0 1,958 0 

減  額 86 ▲704,000 94 ▲764,000 

退  会 ▲15  ▲110,000 ▲23 ▲176,000 

合 計 2,060 48,000 2,163 384,000 

３．スケジュール 

   ・12/ 4(水)～12/20(金) 郵便局申請、封筒作成、調査票印刷、封詰め・発送 

   ・12/25(水)～ 1/24(金) 調査データ集計 

   ・ 1/15(水) 調査表提出締切(締切までに回答が無い事業所は、従業員数・資本金の変更が 

 ないものとして会費算定) 

・ 3 月中旬 会費額案内送付 

４．収支予算 

実行予算額：692,500 円(うち会議所支出：同額) ※当初予算額：631,000 円 

第６号議案 
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三商発 第   号 

2024年12月  日 

三条商工会議所 

会頭 兼 古 耕 一

三条商工会議所 会員調査票ご提出のお願い 

 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 常日頃は当商工会議所活動に対して格別のご理解とご支援を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 当所では、会員の年会費額の算定に当たり、3年毎に会員調査を行い、その結果に基づいて会費額を算出しており

ます。つきましては、2025年4月1日以後3年間の会費額を算出するため、下記により会員調査を行いますので、ご

回答にご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 なお、算定後の会費額については2025年3月頃に改めてご案内させていただきます。 

※先に、特定商工業者法定台帳「調査表」にて同様の情報を提供いただいている会員事業所につきましても、提出 

対象となります。再度の調査表提出となりますが、ご了承ください。 

１．回答期限 
2025年1月10日(金)までにＦＡＸまたは郵送にてご回答願います。 

ご回答の無い場合は、従業員数・資本金の変更無いものとして、会費算定をさせていただきます。 

２．基準日 
2025年1月1日現在の内容をご記入ください。

３．調査票の記入に関する留意事項 
① 「会員登録地域」とは … 本社(店)・支社(店)・営業所・工場等がすべて三条市外にある会員、または 

事業所が商工会議所に加入する際に登録した事業所の所在地 

② 「社員」とは … 常勤役員、事業主、家族従業員、従業員、パート・臨時従業員を全て含む 

１ 従業員 雇用契約期間の定めがない人（2.「家族従業員」を除く） 

２ 家族従業員 事業主と生計を一にする家族の従業員 

３ パート・臨時従業員 
雇用契約期間の定めがある人。(同一事業所で雇用される従業員の所 

定労働時間よりも短い人) 

③ 資本金について 

法人事業所のうち、次の企業形態の事業所は、それぞれ以下に掲げるものを資本金に置き換えて記入して 
ください。 

＜お問い合わせ先＞ 

三条商工会議所 総務課 〒955-8603三条市須頃1-20 ／ TEL 0256-32-1311 ／ FAX 0256-32-1310 

１．信用金庫、信用組合、協同組合           ⇒ 出資金 
２．一般・公益社団法人、一般・公益財団法人、特殊法人 ⇒ 基本財産 

封筒の封入イメージ。 
封筒の窓部分から、下記枠内の 
宛名情報が読めるように配置。 

〒○○○-○○○○ 

 <所在地> 

 <事業所名> 御中 

事業所コード<No.> 
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ＦＡＸ送信先：0256-32-1310

三条商工会議所 会員会費算定調査票（回答） 

    年   月   日 

所 在 地 三条市須頃 1-20

事業所名 (株)三条商事

代表者名 三条 太郎

記 入 者

Ｔ Ｅ Ｌ

(１)社員数（Ａ～Ｄの該当ものに○印を記入してください） 

Ａ．三条市内に本社(店)・支社(店)・営業所・工場等がすべて所在する事業所 (ア･ウのみに記入) 

Ｂ．三条市内に本社(店)が所在し、三条市外に支社(店)・営業所・工場等の所在する事業所 (ア･イ･ウのみに記入) 

Ｃ．三条市外に本社(店)が所在し、三条市内に支社(店)・営業所・工場等の所在する事業所 (ア･イ･ウのみに記入) 

Ｄ．三条市外に本社(店)・支社(店)・営業所・工場等がすべて所在する事業所 (ウ･エのみに記入) 

項  目 
ア.三条市内の事業 

所の就労人員 

イ.三条市外の事業 

所の就労人員 

ウ. 全社員  

エ．うち商工会議所登録事業所の人員 

①常勤役員 2 名 - 名 2 名 - 名 

②従業員 10 名 - 名 10 名 - 名 

③パート・臨時従業員 10 名 - 名 10 名 - 名 

合  計 22 名 - 名 22 名 - 名 

※｢三条市内の事業所の就労人員｣、｢三条市外の事業所の就労人員｣については、社員の居住地域ではなく勤務地域を記入 

(２)資本金 (該当する資本金等の形態について○印の上、金額を記入してください) 

・資本金  ・出資金  ・基本財産                          1,000  万円 

(１)社員数（Ａ～Ｄの該当ものに○印を記入してください） 

Ａ．三条市内に本社(店)・支社(店)・営業所・工場等がすべて所在する事業所 (ア･ウのみに記入) 

Ｂ．三条市内に本社(店)が所在し、三条市外に支社(店)・営業所・工場等の所在する事業所 (ア･イ･ウのみに記入) 

Ｃ．三条市外に本社(店)が所在し、三条市内に支社(店)・営業所・工場等の所在する事業所 (ア･イ･ウのみに記入) 

Ｄ．三条市外に本社(店)・支社(店)・営業所・工場等がすべて所在する事業所 (ウ･エのみに記入) 

項  目 
ア.三条市内の事業 

所の就労人員 

イ.三条市外の事業 

所の就労人員 

ウ. 全社員  

エ．うち商工会議所登録事業所の人員 

①事業主及び家族従業員 - 名 - 名 - 名 - 名 

②従業員 - 名 - 名 - 名 - 名 

③パート・臨時従業員 - 名 - 名 - 名 - 名 

合  計 - 名 - 名 - 名 - 名 

※｢三条市内の事業所の就労人員｣、｢三条市外の事業所の就労人員｣については、社員の居住地域ではなく勤務地域を記入 

ご協力ありがとうございました。                           三条商工会議所総務課 行 

事業所コード   <№> 

法人事業所 はこちらを記入

記載されているデータは、あくまで前回会費調査時 

(2022(令和 4)年 1 月 1 日現在、2022(令和 4 年)1 月

1 日以降の入会は入会時点)の情報です。 

特定商工業者調査や、個別に情報変更のご連絡をい 

ただいている事業所もありますが、前回情報の確認 

も含め記載しております。 

情報の訂正がある場合は、お手数ですが二重線で消 

し、2025 年(令和 7)年１月１日現在の情報に修正し 

てください。 

2022（令和 4）年 1月 10 日(金)迄にご回答のない場合は、変更のない 

ものとして、会費額を算定させていただきます。ご了承ください。 

印刷イメージ 

個人事業所 はこちらを記入
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「業務の棚卸セミナー」実施計画【追認】                第７号議案 

趣 旨 

人手不足への対策としては、DX を始めとした業務効率化や、女性・高齢者・障害者な

どの潜在労働力の確保などが上げられるが、そのためにはどこをどうすれば効率化できる

かを検討することが必須であり、業務の棚卸・切出しが重要となる。業務棚卸の必要性、

手法を学び、企業の生産性向上に繋げる。

内 容 

【テ ー マ】「ワークシートで発見!! 動画でいつでも学べる！ 

自社業務におけるボトルネック発見講座」

【講座内容】企業の現状把握から、課題抽出、仮説構築、問題解決に向けての考え方・

仕組み化の流れをワークシートを用いながら学び・実践。自社にとってのボト

ルネックを洗い出し、最適な解決方法を検討する一助とする。 

【開催方法】独自ランディングページを作成し、受講者はいつでも・どこでも当該動画を聴

講できる。受講者はアーカイブ動画の配信を視聴しながら申込時に配信する

ワークシートを作成する。 

【配信時期】令和 6年 11 月 13 日(水)～令和 7年 3月 31 日(月) 

【講  師】ジャイロ総合コンサルティング(株) 講師 露 英一 氏 

【参加対象】三条商工会議所会員事業所及び三条市内事業所

【参 加 費】無料

予 算
実行予算額 460,000 円(当初予算額 460,000 円) ※三条市産業振興補助金活用

内訳：動画作成費(30 分×4本) 308,000 円、受講者管理セット(オンライン配信管理用) 22,000 円、

特設サイト(LP)作成料 110,000 円、FAX 送付代 20,000 円 
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「三条創業スクール」実施計画【追認】 

趣旨 
兼業・副業型創業、企業内起業・第二創業など創業の形が多様化する中、自身のアイディアを稼
げる事業にするため、経営に必要な知識を学び、創業計画書を作成する講座を開催する。またネ
ットワーク作りの場を提供することで、事業を継続できるようにする。

内容 

【日時・テーマ】
（１）プレセミナー 全 2回開催、いずれも 19時～21時 ※定員なし 

R6.11.7(木)・11.15(金)「失敗しない創業成功理論」「起業アイディア構築」等 

（２）本講座 全 6回+特別講座開催、いずれも 13時～17時 ※定員 30 名 
①R6.12.14(土)「失敗しない起業ルール」 ②R6.12.21(土)「ビジネスモデル化」 

③R7. 1.18(土)「マーケティング」 ④R7. 1.25(土)「収支計画・資金繰り計画」「人材育成」 

⑤R7. 2. 1(土)「企業視察」「金融相談会」 ⑥R7. 2.15(土)「ビジネスプラン発表」 

特別講座 R7. 2. 8(土)「ビジネスプラン作成相談会」 

  講座のほか、ビジネスプランの中間提出及び講師による添削アドバイスを行う。
【対 象】・創業を漠然と考えている方 ・創業予定者 ・創業 5年未満の事業者 

・企業内起業・第二創業予定者 ・本講座は市内在住又は市内で起業する方を優先 
【会 場】・Zoom 又は 三条商工会議所（ハイブリッド開催） 

・⑤のみ市内企業及び三条商工会議所にて完全集合型で実施 

【受講料】プレセミナー：無料 本講座：1名 3,000 円(最終講懇親会参加の場合 1名 5,000 円別途)

【講 師】ジャイロ総合コンサルティング(株) 

代表取締役 渋谷雄大 氏、コンサルタント 露英一 氏・大岩貴文 氏・伊東裕司 氏 

【その他】・三条信用金庫共催 ・受講者募集用 WEB ページ作成、WEB 広告で広く周知 
・講師は Zoom によるリモート講義。 ・事前動画及びセミナーの見逃し動画を配信。 

・受講者間のコミュニケーションツールとして LINE オープンチャット開設。  

予算
3,134,000 円 (当初予算額 3,123,000 円)    ※県小規模事業経営支援事業費補助金活用
内訳 講師謝金 1,782,000 円、創業計画添削謝金 330,000、視察先謝金 11,000 円、講師旅費 30,000 円、 

印刷費 10,000 円、案内 FAX40,000 円、消耗品 4,000 円、Zoom ｻﾎﾟｰﾄｽﾀｯﾌ 308,000 円、LINE 管理 11,000 円
事前・見逃し動画作成 165,000 円、LP・WEB 広告・ﾁﾗｼ作成 209,000 円、懇親会費(6,000×39 名)234,000 円

第８号議案
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「価格決定セミナー」実施計画【追認】

趣 旨 

原材料高騰・労務費の上昇などが経営を圧迫する中、企業が安定した利益を得るために

は適正な価格での取引が必要不可欠である。自社製品の原価を把握し、適正な価格設定や

原価を示した効果的な価格交渉を行うことで、取引価格の適正化を図る。

内 容 

【日    時】 1 回目：令和 6年 11 月 19 日(火) 

2 回目：令和 6年 11 月 27 日(水)   いずれも 18:00～21:00 

【内  容】テーマ「客離れを起こさせない値上げの仕方」 

1回目：原価計算と価格設定編  2 回目：値上げ戦略・戦術編 

【講  師】ひらの経営支援事務所 中小企業診断士 平野康晴 氏

【会  場】三条商工会議所 ４階 研修室 

【参加対象】三条商工会議所会員事業所 及び 市内事業者

【参 加 費】無料 

【定  員】会場 50名

予 算
実行予算額 375,000 円 (当初予算額 375,000 円) ※三条市産業振興補助金活用

内訳：謝金330,000 円、講師旅費13,000 円、資料印刷費 10,000 円、FAX 通信費 18,000 円、 

   諸費 4,000 円 

第９号議案
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「事業環境変化対応型支援事業（日商委託事業）」実施計画 

趣旨 

「事業環境変化対応型支援事業」は、国のインボイス制度導入や制度改正等の事業環境変化

による影響を受ける中小企業の支援のため、相談会や制度の周知等を行う日商の委託事業。
消費税のインボイス制度が開始し一年経過したが、制度開始後も国税庁が公表している

Q&A の改訂が続くなど、いまだ実務上の注意点が多く存在している。ほか、定額減税等の

注意すべき税制度や、本年 11月 1日より施行となった「フリーランス・事業者間取引適正
化法」についても理解が不足している事業者が多いことから、事業者及び職員向けにセミナ

ーを実施し、制度理解を深め、事業者がトラブル等なく円滑に対応できるようにする。 

内容

①「インボイスセミナー」(三条間税会 共催)

日時：R6年 12 月 2日(月) 14:00～15:30 
会場：三条商工会議所 4 階 研修室 

内容：インボイス制度の注意点及び、フリーランス・事業者間取引適正化法の解説

講師：いずみ税理士法人 税理士 髙橋弘之 氏 
参加費：無料    定 員：50名 

参加対象：事業を営む方であればどなたでも（会員・非会員問わず） 

②「職員向け税務研修会」
日時：R6年 12 月 17 日(火) ①14:00～15:25、②15:35～17:00(職員は①or②いずれかに参加)

会場：三条商工会議所 5 階 研修室 

内容：インボイス制度・定額減税の注意点、年末調整・確定申告の注意点を解説 
講師：燕三条税理士法人 税理士 椛沢綾子 氏 

参加対象：当所職員 17 名 

予算

事業環境変化対応型支援事業  実行予算額：310,486 円（当初予算額：333,311 円）※日商委託事業
内訳 ① 「インボイスセミナー」実行予算額 183,260 円 

（内訳：講師謝金 49,500 円、FAX 代 20,000 円、広報費 89,760 円、印刷費 24,000 円）

② 「職員向け税務研修会」実行予算額 99,000 円（内訳：講師謝金 99,000 円）

※ 小規模会計繰入 実行予算額28,226 円

第１０号議案
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工業部会「人材定着セミナー」実施計画【追認】 第１１号議案①

趣 旨 

優秀な人材を職場に定着し長期確保することにより『会社の中核を担う人材を育成』し、

生産性を向上させる。 

この観点を基にして、2024 年のトレンドや事例を踏まえつつ、人材確保・生産性向上に

繋がる一助とする。

内 容 

【日  時】令和６年 12 月 18 日(水) 講演：14：00～15：30 質疑応答 15分 

【会  場】三条商工会議所 1F チェンバーズホール 

【講  師】社会保険労務士法人こじま事務所 代表・ビジネスコーチ 小島 正晴 氏 

【案内対象】当所全会員 

【定  員】会場 30 名

【参 加 費】無料 

予 算
実行予算額 470,000 円 (当初予算額 470,000 円)   ※三条市産業振興補助金活用

内訳：講師謝金 300,000 円(源泉税込)、講師旅費 30,000 円、通信費 20,000 円 

資料印刷代15,000 円、広告費 100,000 円、諸費 5,000 円 
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参加申込書

事業所名

参加者名

FAXTEL

メール※必須

【返信・問い合わせ】
三条商工会議所 企業支援課 蒲澤、齋藤、小柳

TEL:0256-32-1311 FAX:0256-32-1310

社会保険労務士法人こじま事務所
代表・ビジネスコーチ 小島 正晴 氏

2024年12月1８日(水) 14：00～15：30

三条商工会議所 1F チェンバーズホール

無料

日時

講師

会費
（12/4(水)締切）

定員30名

会員限定
三条市産業振興補助金活用事業

上記QRコードまたはFAXで
お申し込みください

優秀な人材を職場に定着・長期確保することで『会社の中核を担う人材を育成』し、生産性を向上させる

ことが可能です。この視点を基にして、三条市の中小企業と幅広く関わりを持つ小島正晴氏を講師として

お招きし、2024年のトレンドや事例を交えつつ、コミュニケーション改革の手法の一つであるコーチングに

ついてお話しいただきます。

工業部会 人材定着セミナー

会社の未来を支える中核人材の育成
～定着を促すコミュニケーション改革～

三商発 第●号
2024年11月●日

会場

コーチングとは？
職場でのコーチングは、部下の能力開発や問題解決、目標達成のサポート

を通じて、チームのパフォーマンス向上や主体性を引き出すための技術。

講師写真

こんな方におススメです

●三条市の企業の抱えるコミュニケーション不足の課題を知りたい方

●日々、部下とのコミュニケーションに悩むマネージャー

●コーチングとは何か知りたい方

申込
QR
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観光・サービス業部会 

「サービス業情報交換研修会」実施計画【追認・報告】        第１１号議案② 

趣 旨 

観光・サービス業部会には飲食店のみならず、様々な業種が所属しているが、異業種で

関わりを持つ機会は少ない。 

企業間コラボレーションの可能性創出や部会事業への参加意識を高めてもらう為に部

会員交流会を開催する。また、交流会前には研修会を開催する。

内 容 

【日    時】 令和 6年 11 月 5日(火) 14:00～15:30・・・研修会 

                                 15:30～17:30・・・懇親会 

【内  容】家庭でも飲食店でもできる食品ロス対策とからだにやさしい料理 

【講  師】(株) Smile meal 代表取締役 渥美 まゆ美 氏 

(管理栄養士、フードプロデューサー) 

【会  場】餞心亭おゝ乃 

【参加対象】三条商工会議所会員事業所 及び 市内事業者（非会員可） 

       ※懇親会は観光・サービス業部会員に限定する。

【参 加 費】研修会のみ無料／懇親会参加 5,000 円(税込) 

【参加人数】20名程度を想定

予 算
実行予算額 357,300 円(当初予算額 380,000 円) ※三条市産業振興補助金活用

内訳：謝金 132,000 円、講師旅費 20,000 円、会場借料 30,000 円、プロジェクター借料 3,300 円、

資料印刷費10,000 円、FAX 通信費 18,000 円、懇親会費 144,000 円(@6,000×24 名) 
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観光・サービス業部会「サービス業情報交換研修会」実施報告

実施概要 

〇テーマ  家庭でも飲食店でもできる食品ロス対策とからだにやさしい料理 

〇講 師  株式会社Smile meal 代表取締役 渥美 まゆ美 氏 

○日 時  令和 6年 11 月 5 日(火) 14:00～15:30 

○会 場  餞心亭おゝ乃 

〇出席者数 20 社 25 名(うち一般個人参加5名) 

内容：食品ロスは事業用の廃棄よりも一般家庭の方が多く、年間の食品ロスの半分を

占める。(一般家庭の廃棄量が 244万トン) 

食品ロスを減らすには、買い物に行くタイミングを決める、冷蔵庫の中を整理し、貯

蔵ルールを決めるといった対策がある。事業者の目線からいえば、食材管理マニュ

アルが誰でもわかるようになっているか、保存方法・管理方法はどうなっているか、

発注ミスを防ぐ体制となっているかなどがある。食はお腹を満たすためのものだけ

でなく、一緒に食べたり、お土産として渡すことでコミュニティを作るための一つ

のコミュニケーションツールである。地域として食品ロス対策に取り組んでほしい。

事業効果

食品ロスはともすれば、削減することに焦点が当たりがちであるが、講師が平易に解

説いただき日常生活の観点と事業者観点の双方から食品ロスに向き合うことのきっ

かけとなった。今後の三条 3010 運動を PR するにあたり広く市内に食品ロスについ

て意識を向けていただける一助となった。 

決算見込

決算見込額 413,130 円(当初予算額 357,300 円) ※三条市産業振興補助金活用

内訳：謝金 132,000 円、講師旅費20,000 円、会場借料 33,000 円、資料印刷費 7,000 円、 

通信費 27,520 円、新聞広告費 89,760、看板製作費 6,050 円、懇親会費 96,000 円、 

講師送迎タクシー代 1,800 円 
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観光・サービス業部会 

「食に関する課題探求事業」実施計画【追認】             第１１号議案③ 

趣 旨 

食品ロスは社会的な問題であり、環境への負荷をもたらしている。特に飲食店は、食品

ロスの発生源の一つとして挙げられる。食品ロス削減に取り組むことで、原価低減や顧

客満足度向上などの経営にプラスの効果も期待できる。本事業では、食品ロス削減に関

する啓発活動を行い、食品ロスを減らす取り組みを実施する。

内 容 

【周知時期】 令和 6年 12 月 1日(日)より…各店舗で使用できる卓上 POPの使用開始 

           当所 11 月会報折込・・・食品ロス啓発を行う為のA4チラシの折り込み 

※三条市環境課も食品ロスについての啓発活動を行っていることから、 

連携して市内に周知するよう調整する。 

【制作内容】折込チラシ A4 両面刷り 2,500 部 

      卓上 POP A4 サイズ相当 500 部(最低枚数)…部会員に必要数の聞き取り 

を行い確定させる。 

【納  期】11 月 5日開催の研修会で先行配布

【POP使用対象】観光・サービス業部会員のうち、使用を希望する事業所

予 算

実行予算額 603,875 円(当初予算額 740,000 円) ※三条市産業振興補助金活用
内訳 A4 チラシ制作(2,500 枚) 56,375 円、卓上 POP 制作費(1,000 個)173,800 円、 

抜型費 40,700 円、デザイン費 110,000 円、FAX 通信費等 8,000 円、会報折込(A4)22,000 円、

広告宣伝費(三条新聞出稿)90,000 円、HP 掲載用データ作成費 88,000 円、諸費 15,000 円 
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観光・サービス業部会 

「全国商工会議所観光振興大会 2025 in 長崎」実施計画【追認】 第１１号議案④ 

趣 旨 
観光・サービス業部会役員より当大会の情報提供希望があり、正式に案内が届いたため、

観光サービス業部会員を対象に取りまとめを行うもの。 

参加希望を当所が取りまとめ一括で申し込むが、その他は各自手配。 

内 容 

【会  期】令和 7年 1月 28 日(火)～1月 30 日(木)  

【会  場】出島メッセ長崎、長崎スタジアムシティ

【テ ー マ】ふるさとの光を観つけに！長崎遊学 

【登 録 料】1名 25,000 円(分科会・全体会議・全体交流会) 

      ※旅費は含まず。移動・宿泊等は参加者の各自手配とする。 

【参加対象】観光サービス業部会員

【取りまとめ】・参加希望を当所が取りまとめ、特設サイトに一括登録。 

・参加費は、当所が参加希望者から徴収し、当所から一括振込。 

・その他の移動・宿泊等の手配は参加希望者が各自で行う。 

・参加者は、会期中に各自で移動・参加する（事務局随行なし） 

【登録期間】9月 9日(月)～11 月 29 日(金)まで 定員は 2,000 名

予 算
実行予算額 130,000 円 (当初予算額 0円) 
内訳：FAX 通信費 5,000 円、登録料 125,000 円(@25,000×5名) 
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金融部会「日本銀行新潟支店長講演会」実施計画【追認】 第１１号議案⑤

趣 旨 
国際情勢が経済に大きな影響を与え、エネルギー・原材料等の価格高騰が続く中、国内

外並びに新潟県内の経済状況・金融情勢について日本銀行新潟支店長から講演を頂き、

企業の進むべき方向性を探る。

内 容 

【日 時】令和 6年 12 月 25 日(水) 金融講演会 17：00～18：30 

交流懇親会 18：40～20：00 

【会 場】ジオ・ワールドビップ  ※Zoom によるハイブリッド開催 

【内 容】テーマ 「新潟経済の現状と展望（仮）」

講 師 日本銀行新潟支店 支店長 平形尚久 (ひらかたなおひさ) 氏 

【参加費】1 名 5,000 円（講演会のみの場合無料） 

【参加対象】三条商工会議所会員事業所及び三条市内で事業を営む方(会員・非会員問わず)

【定 員】講演会 会場 70名 + Zoom 50 名 

【共催等】主催 三条商工会議所／共催 三条市 

予 算

実行予算額 687,500 円（当初予算額 685,000 円） ※三条市産業振興補助金活用

内訳：謝金 0円、会場費 121,000 円、資料印刷費 10,000 円、案内 FAX料 18,000 円、 

撮影・配信費 154,000 円 

懇親会費 324,000 円(@6,000×54 名)、ﾊﾞﾝｹｯﾄﾚﾃﾞｨ 60,500 円(@12,100×5 名) 

000 
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10 月に日本銀行新潟支店が発表した「新潟県の金融経済動向」によれば、県内景気は、

原材料高の影響などを受けつつも持ち直しているとされています。 

本講演会では、日本銀行新潟支店の平形 尚久支店長を講師にお招きし、新潟経済の現状

と展望などについてお話しいただきます。現在の情勢を把握し、今後の企業活動に反映さ

せて行く絶好の機会です。多数のご参加をお待ちしております。

＜開催概要＞ 

◆日  時： 令和 6年 12 月 25 日(水) 17：00～ 18：30
18：40～ 20：00

金融講演会 

交流懇親会

◆会  場： ジオ・ワールドビップ

◆講  師： 日本銀行新潟支店 支店長 平形 尚久(ひらかた なおひさ) 氏

◆定  員： 会場での聴講 70 名 ◆参加費： 1 名 5,000円（講演会のみの方は無料）

◆参加対象： 三条商工会議所会員事業所 及び 三条市内で事業を営む方 

◆申込締切： 令和 6年 12 月 11 日(水)締切 

◆申込方法： 下記申込書に記入のうえ FAXにて申込、または下記 QR コードより申込みください。

◆主催・共催： 主催 三条商工会議所（金融部会主管）、共催 三条市 

【Ｚｏｏｍ】オンライン聴講について

Zoomによるオンライン聴講が可能です。希望者には事前に視聴URLを送信しますので、

申込書にメールアドレスをご記入ください。（Zoomを使用しますが双方向の質疑等は行

いません。また、当日会場にて配布される資料はオンライン聴講の場合配布致しません） 

※録音・録画、他の放映や記事への転用および第三者への売却・貸与はご遠慮下さい。 

◆お問い合せ・参加申込先：三条商工会議所 企業支援課 担当／川上・神保・鳥部 

                TEL:0256-32-1311 FAX：0256 - 32 - 1310

日本銀行新潟支店長講演会

「新潟経済の現状と展望(仮)」

日本銀行新潟支店長講演会 参加申込書 希望する参加形態 懇親会出欠(会場参加の場合)

参加者名 

会場参加 ・ Zoom参加 

(いずれかに○印)

参 加 ・ 不参加 

(いずれかに○印)

会場参加 ・ Zoom参加 

(いずれかに○印)

参 加 ・ 不参加 

(いずれかに○印)

会場参加 ・ Zoom参加 

(いずれかに○印)

参 加 ・ 不参加 

(いずれかに○印)

事業所名 
TEL 

FAX 

（    ）    ― 

（    ）    ―

オンライン聴講を希望する方は、以下も必ずご記入ください。 

連絡 

担当者名 

メール 

アドレス 

※ご記入いただいた情報は、本講演会に関する連絡のために利用いたします。    三条商工会議所 企業支援課 行き 

    FAX：0256-32-1310 

▼申込フォーム

三商発第 号 

日銀から見た新潟県の景気 

三条市産業振興補助金活用事業 
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参与の異動・退任報告 

●参与の異動 

(株)三條機械製作所（2024年 11月 6日付） 

新 旧 

新田  誠 松崎  仁 

●参与の退任 

西巻印刷(株)（2024年 10月 31日付） 

新 旧 

辞  任 西巻 克郎 

報告(１)資料

40



第 41回会頭杯ゴルフ大会 実施報告 

実施概要 

【期 日】令和６年 9 月 14 日(土)

【会 場】 

 大会：下田城カントリー倶楽部 

1 組目スタート 5:57、最終組ホールアウト 17:38 

休憩時間 最大 116 分 

 表彰・パーティー：ジオワールドビップ 

受賞率 52.9％(234 人中 124 人) 他に抽選 23 人(重複含む)

優勝者：和田弘一郎((株)和田製作所) グロス 96、ネット 67.2 

ベスグロ：小林時男((株)ヤマトキ製作所) グロス 77 

【参加者】234 名(うち 3人は途中リタイア)

事業効果 ゴルフ大会を通し、会員同士が親睦を深められた。

決算
2,463,852 円 (当初予算：2,035,200 円)

賞品購入代 702,000 円、パーティー費 1,529,640 円、印刷費 8,320 円、会議費 54,741

円、通信費 93,442 円、広告費 66,000 円、諸費 9,709 円 

報告(２)資料

優勝 和田弘一郎 氏
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【収入の部】 (単位：円)

決算額 実行予算額 比較増減

1 参加者負担金 1,217,000 1,000,000 217,000 参加費 @5,000×238名 1,190,000

キャンセル＠3,000×9 27,000

2 商工会議所負担金 1,246,852 1,035,200 211,652

2,463,852 2,035,200 428,652

【支出の部】 (単位：円)

決算額 実行予算額 比較増減

1 賞品購入代 702,000 550,000 152,000 参加賞@2,700×260

2 パーティー費 1,529,640 1,200,000 329,640 飲食費 @6,000×238名 1,428,000

マイクロバス代 他 101,640

3 印刷費 8,320 20,000 ▲ 11,680 案内・次第紙代

4 会議費 54,741 100,000 ▲ 45,259 会議4回

5 通信費 93,442 75,000 18,442 郵送料、ＦＡＸ代

6 広告費 66,000 65,000 1,000 三條新聞広告料

7 諸費 9,709 25,200 ▲ 15,491 のし紙、リボン代等

2,463,852 2,035,200 428,652合 計

「第41回会頭杯ゴルフ大会」決算書

項 目 摘  要

合 計

項 目 摘  要
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「フレッシュ社員フォローアップ研修」実施報告 

実施概要 

【日 時】 令和６年 10 月 3日(木) 9：00～17：00 

【会 場】 三条商工会議所 4階 研修室 

【講 師】 アステル・メグルラボ 代表 小田 芽久美 氏 

【内 容】

入社後半年が経過し、これからビジネスパーソンとして成長するために、タイムマネジメン

トを中心としてセミナーとグループワークを交え実施。 

タイムマネジメントの流れとは 

1. 情報をコントロールし、2. 関係をコントロールし、3. 気分をコントロールすること

で、柔軟に変化し適切な判断を行い、一人で抱え込まずプロジェクトを進め、先送りす

ることなく仕事を進めることを指す。

そのために必要な先読み思考や、バックキャスティング思考、優先課題の洗い出し、相

手に伝わる伝え方、スキマ時間の作り方についてセミナーとグループワークで、より良

いタイムマネジメントへの取り組み方や情報に対する認識齟齬が起きないよう、どのよ

うにコミュニケーションをとるかを学んだ。 

【参加数】参加数：9社 23 名 

事業効果
個人のタイムマネジメントだけを焦点化せず、組織の一員として主体的に行動するためのフ

ォロワーシップの観点も伝えることにより、参加者の能力開発が達成された。 

決算見込
224,792 円 (実行予算額 227,000 円、当初予算額 223,250 円) ※三条市産業振興補助金活用事業

内訳：講師謝金 165,000 円、講師旅費 2,200 円、コピー代 3,000 円、通信費 17,032 円 

参加者・講師昼食代 33,696 円、参加者・講師飲物代 3,864 円

報告(３)資料
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「SNS・サイバーセキュリティセミナー」実施報告         報告(４)資料

実施概要 

〇テーマ  「攻めと守りの SNS・ネット活用セミナー」 

～炎上から企業を守り、 

魅力を伝えるためのネット発信方法を理解する～ 

〇講 師  国際大学ＧＬＯＣＯＭ 客員研究員 小木曽 健 氏

○日 時  令和 6年 10 月 4 日(金) 14:00～16:00 

○会 場  三条商工会議所 ４階 研修室、ZOOM オンライン 

〇出席者数 会場 4社 5名、 ZOOM 17 社 18 名  合計 23 名 

〇講演内容  

炎上とは、反社会的な言動や違法行為に対するバッシングが集約されたもの。ネット

上に上げられた情報は、閲覧者が１００万人いれば個人を特定することができる。 

企業の炎上対応が遅れると企業が騒動を「認めた」と世間は認識してしまうため、 

炎上してしまったら、すぐに対応をする。炎上を起こさ 

ない心構えとして、日常生活でやってはいけないことは 

インターネットでもやってはいけないということ。企業 

において炎上した場合の対応手順は、①当事者にお詫び 

②関係者にお詫び③公式謝罪 の順で行う。 

事業効果
参加者アンケートでは、セミナー満足度が５段階評価中4.63 ポイントであった。具体例

を交えながら講演し分かりやすかった、SNS の担当者以外の従業員でも気をつけるべき点

が分かった等の感想が多く聞かれた。 

決算見込
決算見込額 458,759 円(実行予算額 452,480 円) ※三条市産業振興補助金活用

謝金 165,000 円、講師旅費 18,290 円、資料印刷費 5,000 円、FAX 通信費 32,749 円、

セミナー広告宣伝費 72,600 円、オンライン配信委託費 165,000 円、諸費 120 円 
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「逆境に強い組織作りセミナー」実施報告              報告(５)資料

実施概要 

〇テーマ  組織衰退を回避するための実践的な人材育成・組織基盤構築の方法論 

〇講 師  株式会社Momentor 代表取締役社長 坂井 風太 氏

○日 時  令和 6年 10 月 28 日(月) 13:45～15:15 

○会 場  三条商工会議所 １階 チェンバーズホール 

〇出席者数 15 社 21 名 

内容：同社は、人材育成とマネジメント基盤構築のコンサルティングが中心の会社。

学術理論と普遍的な手法構築にノウハウがある。 

若手社員の退職理由には「言っても無駄」による退職と、「いても無駄」による退職

がある。企業の実態は、経験と勘による人材育成・マネジメントが中心。『持論があ

っても、理論はない』という状態が退職につながっている。 

経験と勘による育成とマネジメントが根強く残る理由は、生存者バイアスやシング

ルループ学習が発生しており、マネジメント基盤が育たないからである。これを改

善するには、人材育成の理論・ノウハウをマネジメント層だけが学ぶのではなく、全

社員に展開し、自発的に育つように環境を整備し、『マネジメントの民主化』を達成

し、中間管理職の負担を減らすようにすること。そしてスタッフの特長、強み、貢献

に基づいた声掛けを行うことが重要である。 

事業効果
人材育成・組織論について体系だった内容を講義いただき、改善方法についても具体

的にお話いただいた。参加者も個々の人材育成等について悩むところが多く参考に

なったとの声が聞かれ、事業満足度も高いものであった。 

決算見込
決算見込額 458,224 円(当初予算額 486,480 円) ※三条市産業振興補助金活用

内訳：謝金 330,000 円、講師旅費19,580 円、資料印刷費 1,680 円、FAX 通信費 17,107 円、

セミナー広告宣伝費 89,760 円、講師飲料代 97円
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「燕三条トレードショウ 2024 (当所共催)」実施報告 

実施概要 

【日 時】 令和６年 9月 26 日(木)～27 日(金) 10:00～17:00（2日目は 16:00 まで） 

【会 場】 燕三条地場産業振興センター １F多目的大ホール 

【来場者】 1,924 名 (昨年 2,036 名) 

【出展数】 85社・114小間 (昨年 83社・112 小間) 

燕三条地域の事業者が出展し、BtoB 商談を行った。特別展示や企画は下記の通り。 

・特別展示：「宴」「デザコン受賞商品」 燕市・三条市の企業が作る宴会で使われる道具や 

デザインコンペティション等で受賞された商品を展示。 

「宴」：14社 25 品、「デザコン受賞品」：16社 42 品 

・Youtube ライブによるオンライン中継：2日間かけて出展社全員にインタビューを実施。

ゲストリポーターとして NGT48 藤崎未夢氏から会場内で出展商品のリポーターを務め

ていただいた。 

・JETRO新潟と協力しての海外バイヤー招聘：JETRO と連携し 5か国 6社のバイヤーを 

招聘 (韓国、カナダ、スペイン、ベトナム、中国)

事業効果
県内外多くの人から来場いただけた。燕三条地域のアイテムが一堂に会し、特にマーケ

ット調査にはとても良い機会となった。

決算見込
実行予算額 2,000,000 円(当初予算額 2,020,000 円) ※三条市産業振興補助金活用事業

（三条・燕商工会議所で各々200 万円を拠出し運営費に充当） 

報告(６)資料
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建設部会「視察研修会」 実施報告 

実施概要 

【日  時】令和６年 10 月 11 日(金) 10：30～17：30 

【視 察 先】東京電力ホールディングス(株)柏崎刈羽原子力発電所 

【参 加 者】7社７名 

【移動手段】貸切バス（東京電力ホールディングス(株)が用意） 

【行  程】会議所出発→昼食(とみ家)→柏崎刈羽原子力発電所・サービスホール到着

→展示館見学→発電所構内・建屋内見学→会議所到着・解散 

【内  容】 

サービスホールにて、柏崎刈羽原子力発電所の概要、福島第一原子力発電所の事故と教

訓（防潮堤の建設、電源の確保、冷却水の確保等）、安全確保（止める・冷やす・閉じ込

める）について予習し、展示館を見学。原子力発電所をバス 

にて見学（貯水池、送水車・消防車、防潮堤等）したのち、 

防護区域立ち入り手続きを行い、建屋内を視察。原子炉７号 

機の建屋内にて原子炉・タービンのオペレーティングフロア、 

フィルタベント設備、中央制御室を視察。 

事業効果

参加者からは、柏崎刈羽原子力発電所の建屋見学ができるのは貴重な経験だった、セキュリ

ティ対策や原発の安全確保について参考になったという意見をいただいた。また、原子力発

電所の設備（配管養生、防火扉、非常用電源など）や安全対策（貯水池、防潮堤など）、作業

現場を視察し、今後の設計や建設現場の参考となった。 

決算見込
25,752 円 (実行予算額 41,810 円、当初予算額 96,710 円) ※三条市産業振興補助金活用事業

内訳：通信費 2,702 円、諸費 23,050 円（昼食代＠1,900×9 名、傷害保険@250×11 名、 

事務局日当@1,600×2名） 

報告(７)①資料

47



鐵鋼部会「外国人材活用セミナー」 実施報告 

実施概要 

【日 時】 令和６年 10 月 8日(火) 16：00～18：00 

【会 場】 餞心亭おゝ乃 

【講 師】 (一社)キャリアマネジメント研究所 代表理事 千葉 祐大 氏 

【内 容】

「ゼロからわかる失敗しない外国人材活用のポイント」をテーマに、講演いただいた。 

外国人材活用の現状と今後の見込みとして、三条市内で雇用されている外国人の国籍はベト

ナムが 31%であり最多。外国人全体で製造業での雇用が６１％を占めている。日本語能力を

持った人材に対するニーズが高い。 

外国人材を採用する際の留意点として、日本人を雇用するより割高になることに留意が必要。

そして、在留資格別に人材確保を考えていく必要がある。現在の社会保障制度の関係上、外国

人材が勤務してから通算 5 年を経過すると離職率が高まるタイミング。企業側ではどうしよ

うもできない。 

外国人材を自社に受け入れる際の留意点として、①外国人雇用の重要性を説明すること、②

孤独にさせないための仕組みを作ること、③適切な人物を上司に選定することである。様々

なことに留意しながら、外国人材活用を考えてもらいたい。

【参加数】参加数：11社 18名 

事業効果
外国人材活用の初歩について学ぶ機会であったが、非常に分かりやすく講義いただいた。各

社の人材採用の選択肢として外国人材活用に対する適切な理解が深まった。 

決算見込
188,180 円 (実行予算額 243,380 円、当初予算額 160,000 円) ※三条市産業振興補助金活用事業

内訳：講師謝金 110,000 円、講師旅費 19,580 円、コピー代 12,000 円、通信費 18,000 円、 

会場借料 22,000 円、プロジェクター借料 3,300 円、看板製作費3,300 円 

報告(７)②資料

48



総務委員会「新入会員交流会」実施報告 

実施概要 

【開催日時】2024年 9月 26日(木)セレモニー：18:00～ 交流会：19:00～ 

【会  場】ザ・ガーデンテラスおゝ乃 

【参 加 者】35名 

（新入会員：19社 20 名 正副会頭 2名、専務理事 1名、総務委員 5名 

アクサ生命保険(株)1名、事務局 6名） 

【要  旨】案内対象となる 2019年 4月以降の新入会員 174社のうち、19社 20名 

が参加した。歓迎セレモニーでは正副会頭、総務委員、事務局の紹介に続

き、出席会員が自社を PRした。その後、商工会議所 

事業の説明を行い、会議所をより良く知って頂くと 

ともに、気軽に利用頂けるよう呼び掛けた。その後 

の交流懇親会では、皆がテーブルを回って情報交換 

を行った。 

事業効果 

本事業の目的は、入会間も無い会員から会議所をより良く知ってもらい、役員・職員と

顔見知りになってもらうことで、気軽にご利用いただけるようにすることであり、交流

会では終始賑やかなムードで進み、積極的に親睦が行われた。 

決算 
315,220 円 (当初予算：282,000 円) 

懇親会費 259,000 円、会場費 42,900 円、看板代 6,600 円、通信費 6,720 円 

報告(7)-③資料 
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三条商工会議所青年部の主な活動 

【報  告】 
●乗り遅れない ChatGPT セミナー 
《日  時》2024年 9月 13日(金) 18 30 21 30 
       【セミナー】18 30 19 15 【グループディスカッション】19 20 20 05 【懇親会】20 15 21 30  
 《会  場》餞心亭おゝ乃 
《講  師》グローカルマーケティング株式会社 武田知浩氏 
《内  容》企業への導入も含め、大変注目されているChatGPT の文章作成やアイディア出しの 

方法等を学ぶことで、業務の効率化と新ビジネス創造の一助とした。 
《参加者数》41名 
《参 加 費》6,000円 
《決 算 額》463,500 円（うち青年部支出 217,500円） 

【今後の予定】 
●令和 6年度 臨時総会及び懇親会 
《日  時》2024年 11月 22日(金) 通常総会 18:30  懇親会 19:20 
《会  場》ザ・ガーデンテラスおゝ乃 
《内  容》令和 7年度会長候補者の推薦・審議を行う。 
《参 加 費》6,000円（懇親会参加者のみ） 
《予 算 額》340,000 円（青年部支出 40,000円） 

報告(８)資料

（グループディスカッションの様子）
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●伝統と革新   金沢研修旅行 
《期  日》2025年 2月 21日(金) 2 月 23 日(日)（2泊 3日）、2月 22日(土) 2 月 23 日(日) （1泊 2日）の 2パターン 
《行  先》EIZO(株)、兼六園、かなざわカタニ、ひがし茶屋街ほか 
《内  容》石川県で伝統文化と最新の技術を学び、観光地にて卒業生との親睦を深める。 
《予定人数》35名（うち卒業生 13名） 
《参 加 費》68,500 円/名（2泊 3日）、50,000 円/名（1泊 2日） 
《予 算 額》2,565,000円（青年部支出 260,000円） 
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三条商工会議所女性会の主な活動 

【報  告】 

10 月 17 日(木) 
県女連 合同研修会（小千谷市産業開発センター サンプラザ） 

   講演会   「ウェルビーイング経営  女性が幸せに働き、幸せに生きるために」
EVOL株式会社代表取締役CEO 前野マドカ氏 

    参加者数   三条 5名  全体 10女性会 101 名 

11 月 7日(木)  8 日(金) 
全女連 滋賀全国大会（びわ湖大津プリンスホテル、琵琶湖ホテル、滋賀県立芸術劇場） 
1 日目 懇親会、物産展  2 日目 全国大会、記念講演会、物産展 
記念講演会 「石山寺と紫式部『源氏物語』」 大本山石山寺 座主 鷲尾龍華(わしおりゅうげ)氏 
参加者数   三条 4名+事務局  新潟県 7女性会 52名  全体 2,530 名 

【今後の予定】 

1 月 役員会

2月 県女連 正副会長会議 

報告(９)資料 
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 報告(10)資料

共催・協力・後援・協賛等の依頼、外部からの委員等就任依頼について

受付日 テーマ・事業名等 諾否

10月11日 日 時 ： 承諾

内 容 ：

10月31日 日 時 ： 承諾

内 容 ：

受付日 テーマ・事業名等 諾否

9月4日 日 時 ： 承諾

内 容 ：

9月4日 日 時 ： 承諾

内 容 ：

9月27日 令和5年度赤い羽根共同募金 内 容 ： 承諾

10月28日 日 時 ： 承諾

内 容 ：

11月5日 期 日 ： 承諾

派遣職員 ：企業支援課　主事　蒲澤修利

燕三条地域の方々に地元企業の製品やサービスの魅力を知って

いただくことを目的に開催。

(公財)燕三条地場産業振興センター 燕三条ものづくりメッセ2024 令和6年10月24日(木)～25日(金)10：00～17：00

三条商工会議所青年部 起業・新事業アイディア創出セミナー 令和6年12月10日(火)19：00～20：30

会員へFAX並びに当所HPでの周知

(株)ピカピカ　入江慎也氏をお招きし、企業や新事業立ち上げの

アイディア創出の一助としてもらうことを目的に開催。　

※最終日は16：00まで

当所駐車場借用、会議室確保及び会場使用料免除

三条市共同募金委員会 会員への周知

赤い羽根共同募金の実施。

三条商工会議所青年部 Tsubame Sanjo Day 令和6年11月8日(金)～9日(土)10：00～16：00

※最終日は15：00まで

会員へFAX並びに当所HPでの周知

燕三条貿易振興会 台湾事業
POPUPショップ『之間』イベント

令和7年3月10日(月)～17日(月)

申し出団体 開催日・内容等

名義使用、会員へFAX並びに当所HPでの周知、会場

使用料免除

市内企業の人手不足を解消する現実的な手段として外国人材の

活用を認識してもらうことを目的に開催。

三条市 三条みらい人材会議 令和6年11月11日(月)15：00～17：00

名義使用、会員へFAX並びに当所HPでの周知

各企業が持つ雇用や人材面における課題を明確にし、その共有

化を図ることで解決に向けた糸口を探ることを目的に開催。

〇協　力　依　頼

〇共　催　依　頼

申し出団体 開催日・内容等

三条市 外国人材受入促進セミナー 令和6年11月20日(水)13：00～14：30

53



9月27日 日 時 ： 承諾

内 容 ：

〇協　賛　依　頼

受付日 内容 諾否

9月4日 現場実習事業への支援 期 日 ： 承諾

協 賛 金 ：

10月21日 金山神社秋季大祭(三条市産業振興祈 日 時 ： 承諾

願祭)奉賛

奉 賛 金 ：

〇外部からの委員等就任依頼

受付日 依頼の内容 任期 諾否

9月27日 工学部グリーン・デジタル学科(仮称) 1年 承諾

アドバイザリーボード委員　就任

申し出団体

三条市立大学 [令和6年11月1日～令和7年10月31日］

被推薦者：兼古会頭

直　 会 令和6年11月8日(金)12：15

(協)三条工業会 脱炭素経営実践セミナー 令和6年11月1日(金)13：30～15：30

カーボンニュートラルの実現に向けた国内外の動向及び省エネ対

策への意識づけを高め、具体策の推進を目的に開催。

県立新潟県央工業高等学校 令和6年10月7日(月)、8日(火)、10日(木)、11日(金)

50,000円

HPでの周知

三条金山神社 宵宮祭 令和6年11月7日(木)19：00

大　 祭 令和6年11月8日(金)10：00

50,000円

〇後　援　依　頼

申し出団体 概要

名義使用、会場使用料免除、会員へFAX並びに当所
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